
5月21日（日）から6月10日（土）にかけ
て、小学校11校、中学校8校で春の運動会
が行われました。保護者・地域の多くの方々
に参観していただきました。
子供たちは、緊張しながらも、今までの

練習の成果を精いっぱい発揮しようと取り
組んでいました。頑張った姿を他学年や観
覧された多くの方に見てもらい、認めても
らった嬉しさや達成感から、子供たちには
笑顔があふれていました。
ある小学校では代表あいさつで「小学校

生活最後の今年に多くの人に頑張っている
姿を見てもらえてよかった。思い出として心
に残る運動会になった。」と、児童が素直な
気持ちを伝えていました。保護者の方から
は、「子供たちの楽しそうにしている表情や真剣な眼差しが見られてよかっ
た。」「家族で見に来ることができてよかった。」といった声が聞かれました。
今後も区立小・中学校では、土曜授業公開や行事等、子供たちが生き生き

と活動している姿を参観していただける場を設けていきます。

お問合せ 庶務課 庶務グループ
03-3981-1141 お問合せ 指導課 指導主事 03-3981-1146

学校閉庁日を実施します

【夏季休業中】8月10日（木）、14日（月）～16日（水）
【冬季休業中】1月4日（木）

学校における教員の働き方改革の一環として、
区立小・中学校において、夏季休業中と、冬季休業
中に学校閉庁日を実施します。学校閉庁日の期間
中は、教員は終日不在となります。
皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。

夏休みは家族で過ごす時間が増えることで、普段気づか
なかったお子さんの様子がわかり、お子さんへの理解を深
めることができる大切な時期です。
その一方で、つい朝寝坊や夜更かしが増えて生活リズムが

崩れてしまったり、また、友人関係や行動に変化がみられる
など、保護者の皆様にとって心配なこともあると思います。
夏休みを迎えるにあたって、お子さんのことで不安なこと

や心配なことがあれば、ご相談ください。教育センターは夏
休みも相談を行っています。

電話での教育相談をお受けします。匿名でご相談できます。お子さん、ご家族どちらもご利用できます。

【相談時間】
月曜日から土曜日の9時から12時、13時から17時（日曜日・祝日・年末年始を除く）

区立小・中学校で
春の運動会が開催されました

8月
令和5年度 夏季休業期間中の学校閉庁日

今すぐ相談したい、来所での相談が難しい場合は、電話相談をご利用ください。電話相談

テントで日陰を確保

多くの保護者参観の中、応援合戦

お問合せ 教育センター 教育相談グループ 03-3971-7440

のご 案 内教 育 相 談

［ 教育センター電話相談 ］03-3983-0094（直通）

お子さんを育てていくうえで心配なことや悩んでいることはありませんか？

お子様の成長に伴って生じてくる様々な心配や悩みについてのご相談を専門の相談員がお受けします。

例えば…

【相談対象】  豊島区内に在住・在学の幼児から18歳（高校卒業まで）のお子さんとそのご家族
【相談時間】  月曜日から土曜日（日曜日、祝日、年末年始を除く）9時から12時、13時から17時
【申し込み方法】  相談は予約制です。 保護者の方が、電話または直接来所してお申し込みください。 

継続的な相談をご希望の場合は、教育相談（来所相談）をご利用ください。教育相談

［ 教育センター教育相談 ］03-3971-7440

友達とうまく遊べない
幼稚園や学校に行きたがらない
気になる癖がある
コミュニケーションが不自然
学習が思うように進まない
進路について迷っている
しつけについて迷っている
イライラして子どもに手を上げてしまう

【申し込み先】
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お問合せ 庶務課 SDGs推進グループ 03-4566-2548
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－SDGs達成の担い手育成事業の今後の展望－
SDGs達成の担い手事業の振り返りと今後のSDGsがどのようにあるべきかを話し合う座談会を開催しました。

豊島区教育委員会
教育長

金子 智雄
かね こ とも お

豊島区教育委員会
学校SDGs

推進アドバイザー

阿部 治 氏
あ　　べ　　おさむ

座談会の詳細に
ついてはこちら▲

豊島区教育委員会
SDGs環境教育
アドバイザー

桝野 光路 氏
ます の こう じ

豊島区教育委員会
SDGs環境学習
リーダー

町田 信子 氏
まち だ のぶ こ

豊島区がSDGsに積極的に取り
組むようになったきっかけの１つは、
消滅可能性都市の指摘を受けたこ
とだと思っています。
SDGsを推進しないと、危機的な

状況になってしまうという感覚を持
ちながら、子供たちと一緒に取り組
んでいく必要があると考えます。

区民ひろば清和第二では、幼児と
その保護者を対象とした、ヤゴや
バッタ等の生き物を見たり触ったり
するイベントを、年に2回程度行っ
ています。
本イベントのような、幼児とその

保護者が一緒になって、自然と触れ
合える機会が豊島区にもあるとい
うことを、区民の方々に対してより
広く周知していくことも重要だと思
います。

保護者の方をはじめとした大人
がSDGsに触れる機会をどのように
作り出していくかが豊島区の今後
の課題だと考えています。
また、セミナー等の教育の場を作

り、保護者がSDGsにグローカルな視
点を持ち、地球規模で考えつつ、自身
の足元から行動しないといけないと
いう危機感を持っていただくことが
重要だと感じました。

SDGsがあるからこそ、子供たち
は未来が明るいという確信を持て
るのだと思います。
現在、豊島区の子供たちは、SDGs
の担い手として、取り組んでいます。
一方、大人に対してのSDGsの周知が
足りていないとも感じます。今後は、
教育委員会と区長部局等が連携し、
大人に対するアプローチも行ってい
けたらよいと考えています。




